
　鉄道に詳しい、中央区まちのすぐれもんの竹田さんより、約2時間にわたり「商都大阪の中心地、中央
区をめぐる鉄道史」をテーマに、中央区の鉄道にまつわるお話をしていただきました。
　みなさんがお家に帰っても復習できるようにと、なんと約26ページにもわたるテキストをご用意いた
だきました。昔の鉄道、駅舎の写真や、古地図、切符など貴重な資料が掲載されたテキストは、今回の講
演のために特別に編集していただいたものです。参加者のみなさんは大変興味深く竹田さんの話に耳を
傾け、資料を読み込まれていました。
　大阪の中心でもある中央区には様々な鉄道の歴史がありますが、営業を開始した順に「南海電気鉄
道」、「ＪＲ大阪環状線」、「大阪市電」、「京阪電気鉄道」、「大阪市地下鉄」、「近畿日本鉄道難波線」…それ
ぞれ長い歴史を持っており、今回は明治から戦後の動向について教えていただきました。

☆お話の内容を少しだけご紹介…
　最初は南海電気鉄道の前身の阪堺鉄道のお話、阪堺鉄道は、日本で最初の純民間資本による鉄道、
つまり日本で最初の私鉄です。難波～大和川間開業から堺全通まで、難波停車場、初代・二代目駅舎の
説明、南海鉄道の成立と阪堺鉄道の合併・本線全通。機関車と客車などについてお話いただきました。
　続いては、JR大和路線、JR大阪環状線の前身である大阪鉄道のお話です。大阪鉄道は後に、関西鉄
道へ譲渡されるのですが、「関西鉄道」の読み方は「かんさいてつどう」、「かんせいてつどう」どちらが正
しい読み方なのかは、未だに議論が続いているそうです。そして次は大阪市電、京阪電気鉄道、大阪市地
下鉄、近畿日本鉄道のお話へ続きました。
　中央区内の鉄道にまつわるお話の講演等は、是非すぐれもんの竹田さんにお声かけくださいね！
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日時：2020年10月26日（月）13:00～
主催：大阪区民カレッジ中央校
場所：大阪市立中央区民センター
参加人数：40名
すぐれもん：竹田辰男さん
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